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自家研究所に於ける燃料研究の現在

協同員 工 學士 内 藤 游

　石炭 の 形式分布及 石炭 を構成する 元素及 び化合物 に就 い ては地 質學者ヌ．は化學 者 に よ

つ て其 々研究され て 今 日の科 學 となつ で現は れ て 居 るが 、 石炭 を燃料 に 供 す る方面 の科

學的研究は 石炭を蒸燒に して 市用髭新を製する 乙 と及 び 石炭 を全部琵斯化 して 之れ を製

鐵 用又は 火爐用に供 す る發生爐琵斯製造 の 方法丈 けに止 2b 、 石炭 淌費の 上 か らい へ ば

石 炭 を直接に燃や す方 が非常の多量 となつ て 居 る に 關 は らず 、 此 方面 の研 究に 至 つ て は

全 く放棄 され て 居 る傾で ある。 英國で は 過般の戦爭 中燃料の利用改 善 に着 目 して 、 凡 て

の 石 炭 を
一

種 の 蒸燃法 に よ b ．

’
　
一ク 5 、 タ ー

ノレ 及琵斯 の 三 種 に分 離 し、 タ ー
ル 及 髭斯 中

に 含有する貴重 な副生物 を探 取 した 後で之 れ を燃 料 と して供 給 す る 方法 の研究に着手 し

ブ〜が 、 今 日迄 の經過 に よる と小規模に 行 う】セ成績 を示 め すに 止 2 う未だ工 業的に 實施 す ，

る こ とに なつ て居な ta。 此 の研究は要 す る處從來 の 如 く生 の 石炭 を使用 の場 所 に 配 給

して 焚 く方が經 濟か 、 或 は又 中央 の 石炭處理 所 に集中 して燃料 を別 々 に分 けて配 給する

方 が 利 盆 な るか の 問題 に歸着 す るので あ る。 斯 の如 く英國に 於 け る燃料技術者の頭 が

翫 に此 方面 に
一

齊に 向け られn とすれ ば 、 石炭 を直接 に焚 く方 の研究は 當分の 處少 くと

も英國で は一時 中止 と見 ねばな ら汲 。 翻 つ て我 邦 の歌勢は ど 5で あ るか とい ふ に 、 市用

涯斯 に 向つ て使用 さ 丶石 炭量は石炭産田年額 の 百分 の三 に過 ぎ汲 の み な らず 、 此頃石炭

の 市價が昂騰 し尤結果 と して孰れ の屍斯會沚 も算盤が取 れず に 屍斯代 の 値上 を鰍願 す る

とい ふ有樣で あつ て 、 其著 しき發達を望 む こ とは暫時謡め ねば な ら盟 。 して 見 る と一刻

も早 く石炭 を直接 に燃 やす方法 に つ き出來 る丈 け研 究の 成績 を舉けねば 、 染料 とか硫 酸

安母尼亜 の製造 に憧憬 して 居る 間に 内國の 石炭は缺乏 して 、 英國に 於け る研究法 が工 業

となつ て現る る頃に は之 れ を供 する石虞が ない 譯に な る 。 叉 我國で燃料 と要 S．る器械は

殆 ん と此 迄餘 ま ム注意 を拂はれ て 居ない の で 、 謂 は 鴇舊式揃ひ である か ら燃料 の 經濟 を

計 るに は 此等の 器械 即ち蒸汽汽罐の 如 きも今少 し改 良する 必 要か あるが 、 今 日の 如 く目

前 の利 盆 に 汲 々 た る經濟殀態で は 到底 急に之れ を變更す る蹕に ゆか》％ 斯 の 如 く燃料 も

貧弱で あ う橿械 も劣 つ て 居 る とすれ ば 、 之れ に よつ て 工 業 の 利盆 を畢 ぐる には 詰 まる處

研究と之れ に俘ふ努力 よb外顧む もの は ない ので あ る 、 若 し果 して 燃料 の直接利用法 に

つ き外國 に模倣 する もの が ない とすれば 、 我 國は我 國で 一種の 方法 を立 て ねば な らva。
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其方法 は孰れ に して 竜技術 者の細心 の注意 と勉勵 を要する 唱のであつ て 、 從來 の 如 く焚

夫 の意 見 に よつ て 使 用石炭 を定め 、 焚夫個 々 の習慣で 汽罐 を焚あしむ る如 き呑氣な E は

到底 許 され 諏 の で ある。 それで私は燃料 に最 も直接 の 關係 ある造舶協會々 員諸君 に 向ウ

て私の 磅究の現在 を披瀝 して諸君 の 參考 に 供 し 、 實行が 出來 る 乙 とは躊躇な く之 れ を試

みて 其利害得失 を審 に し少 しで も燃 料 の 利用を逕 め た い 考で あ る 。 ．

．燃 料 を使用 す るの 目的は 燃料 を焚 き之れ を熱に變化する 乙 とで あつ て 、 其焚燒法 の適

否で 燃料の 價値が決定 9 る 丶ので あ るか ら、 燃料 の研 究は焚燒 法 の 研究 に歸着 す る課で

あ るが 、 燃料は必 ず しも燃ゆ る もの の み よ b成立 つ て は居 ない
。容 易 に燃ゆ る物質 を含む

竜の もあれ ば燃 え難 い もの を含んで 居 る もの も あ る。 或 る 場合 に は燃料の燃燒 を妨 ぐる

もの 9 へ 含 まれ て居 るか ら、 先9t’C其 性質 と行爲 とを調 ふ る必要があ る 。 吾 々 が普通 に

使用す る薪 、 木 炭 、 石炭 、 骸 炭 、 無煙炭 、 石 油 、 瓦斯 の 如 き其 名が異な る如 く其性 質 も

用塗 も種 々 で あつ て 、 石炭な る名稱 を附けた もの 丶内で も千差萬別であ るか ら、 燃料 其

物の研 究か 出奈ず に焚燒法 が分 る道理 が ない o 然 る に現 在の 石 炭焚燒法で は諸種 の石 炭

を一律 の下 に焚 かん と し、 其装 置は火 格 の 間隔 の差 を異 leす る位 に止 ま 弧 炭層 の 厚薄

竜装炭 の量及 び 囘數も殆 ん ど老 へ に 入れ て ない 。 甚 しきに至 つ て は室氣の量 も煙 突の 吸

度 も全 く顧 み られ ざ る有様で ある 。 斯 の 如 き習慣 は文化發 逮の今 日に於 て 誰 し唱容認す

べ き事柄で は な い 筈 なれ ども、 石炭の 豊富に産出する 問は石炭の 研究は技術上 の 問題 た

る能 はず して 知 らず 識 らず石炭濫 用の 因襲 を馴致 し 、 工 場の 進歩程度 と石炭 利用の 效 奉

とは雲 泥 の 相違 を生 じ 、 折角發逹 した 工 業 も石炭缺 乏 の爲め危機 に瀕せ ん とす るの 形 勢

となつ 尢 の で ある 。 畢竟石炭に對す る研究の 方法 が不完全で あ る とい ふ 乙 とに 歸せ ざ る

を得な い 。 今 日吾 々が 石 炭 の 分析 に使用 して 居 る元 素分析法で は何 を示 め して 居 る か と

い ふ に 、 元素 の 百 分率 が分 る丈 けで 之 れ に よつ て 石炭中の可燃物 も石炭の精 確な る熱量

竜計算 す る 乙 とは出來 S　to 然 らば工 業分析で石炭を水分 、 揮發分 、 固定炭素及友 に 分つ

ブ〜所で 工業上 の 參考 に な るか とい ふ に 、 石炭 屯の 可燃 物 の重 量割合さ へ 知 る こ とは 出來

臓 。 膸 て熱量 を見 るに は分析法 と全 く離れ尢測熱法 に よ らねば な らyaの で 、 私 は 是迄 の

石炭 調節法 に大 な る缺 陷あ る こ とを威 じ、 工 業分析事項の 第二 項 に ある揮發物の 調節に

爾 ほ
一

歩 を進あ ねばな ら楓 と老 へ
、 種 々 と苦辛の結果 揮發 物 を稍 々實際の 目的 に近 く分

析するの 方 法を案出 した ので ある。

　諸 君 は石炭 2）工 業分折裳 よう水 分揮發物 固定炭素及 荻 に分別 さ る 丶を見て 、 水分 は此

分析 に現れ 尢 る 以外 に は全 く石 炭中に存在せず と思推 せ らる Y な らん 。 叉 揮發 物 を水分
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と全 く別 項 に 掲 げて あるか らに は 、 此揮發物 は必 らず琵斯化 し得 らる 丶可燃物 と信 じて

石炭の得 失 を考量せ らる 丶な らん 。 然 るに其實 を申せば水分 は尚ほ揮發物 中に 多量 に存

じ假令 ひ揮發物 よ う其水 分 を取 去 h て も、 徇ほ不燃 物 の著 しき分量 が揮 發物 として 此 中

に 含2 れ て 居 る の で あ る 。 それ で今 日 の石炭 の工 業分析で は燃料 の 實質 が不明瞭 であ る

譯 で あ るか ら、 此 分析の 結 果で石炭 を購 入 して も往 々豫期 に反 し力成績に 出逢は れ て 、

理 論 と實際 とは
一致せ S1との浩歎を發 せ らる 丶 Z と もあ b しな らん と信ず 。 何 ぞ測 らん

其理 論 と して 奪重 され だ もの は其實不徹底 な 竜の で あ るか ら、 豫期 の結 果 が得 らる 丶道

理 は な い の で ある o

　石炭の 工 業分析 に現 は る 丶水 は石 炭を細末 に碎 V ヴ〜後之れ を秤量 して 攝氏 の 百 五 度の

温度で或 る時間乾燥 し其減量 に よつ て 定 め た もの で あ る 。 先以て 此水 は 石炭 に 固有 して

居 る もので あ るか 或 は 又 雨露 に ょっ て濕 ほ され π る もので あるか の 見當が附か 訟 。 f苛ほ

叉 疑 しい の は石 戻を細末 に す る爲め に乳鉢に 入 れ て 摩擦す るに 當 う、 石炭が 室氣 に觸 れ

或は 叉 摩擦 に よつ て 生 ず る熱の 爲め に 自然 に水 分 が乾 き、 既に乾 け る石炭 を秤量 し之れ

を乾か して 減 じたtSltよつ て 、 乳 鉢で碎か ざ る以 前の石炭 の 含む 水分 と斷定す る 乙 とを

得 るか の 點 で あ る 。 故 に此 の 攝氏 百 五 度 の 温度 を限界 と して石 炭 の 水 分 を見 る こ とは 只

便 宜 上 に過 ぎ臓 の で 、 之 れ に よつ て 燃料 と して の 石 炭 の 性 質を定む る と は不適當 と思は

れ る。 叉 石炭 の用法 か ら考 へ て も室氣 中で 自然 に乾 く水丈けは 石炭に 固有せ ざ る もの と

して 之れ を石 炭 よb除外 する こ とは 容易で あ る が 、石炭 を百五 度迄熱 して 水分 を驅 除す

る 乙 とは到 底行 ふべ か らざ る事で あ る 。 寧 ろ室 氣中で 乾燥 し得 る水 分 を以て 石 炭の 濕 氣

と見 る 方法 が適當で は ない か と思ふ 。 叉 揮發 物 中に存在す る水分 、 タ ー
ノV 、 琵 斯 は其 分

量 の 割合 に よb燃 燒 の 速度 を異 に す る もの で あ る以上 は 、 石炭 を使用す る上 に 於 て 豫 め

其 割合 を知 る 必要 が あ る の で あ る o 此割合 を知 らず して 只石炭の 工 業上 の 價値 を熱量 の

多少に よつ て 定 む る とすればそれ こ そ石炭使用の 目的 に反 する もの を攫む揚合が な V と

竜限 ら諏 o

　 そ 乙で私 の考案 ｝it係 は る石炭調査方法 は 如何 な る もの で ある か と V ・ ふ に 石炭 を全水

分 、 屍斯 、 タ ー一・
　IV 、 固定炭素、 及友 に分離す る爲め に 圖の 如 き装置に よつ て石炭 を攝氏

の 七百度位 ひ の 温度 に て 乾餾 し其成分 を即座に定量 す る ので あ る。

　 圖 の 右 に あ るの は プ ン ぜ ン 燈 を備 へ た
一

種 の 火爐で あ る o 此れ に石炭 を容 る L 金 屬製

の坩堝が懸 う、 坩堝の 上 部 には 緊め 附 け らる 丶 蓋が冠 ぶ う、 蓋 の
一部 よ ウ管が出て 一定

量 の 石 油 を入 れ尢瓶 の 栓 に 蓮 な b 、 其 の 管の先 きに球 を有す る硝子 管が挿入 され 、 其下
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端 は瓶中の石 油の裘 面に

觸れ て 居 る o 而 して 瀬の

栓 の他 の部分に 水 を入れ

尢 硝子製 の冷縮器 が揮 入

され て 居 る o 瓶を受 けて

居 る の は湯煎鍋で 、 之 れ

を ブ ン ぜ ン 燈で攝氏 の 約

毛十 度 に 温 む る 乙 とに な

つ て 居 る o 圖の左 の もの

は液體分離漏斗で下 部 は

コ ツ ク を備ヘ ブ2 管 と な

う、 之れ に
一立 方 セ ン チ

メ ＿ ｝ノγ毎に 目盛 を して

ある o

　此装 置 の坩 堝 内に石炭百 グ ラ ム を入 れて プ ン ぜ ン 燈 で其底部 よ b熱 し初め後 に は 上部

迄熱 す るの で あ る 。 石炭 は蒸 し灼 きされて 次 第に 揮發物を發生 し ・ 揮發 物は管を傳 ひ石

油面上 に氣泡 となつ て 出る o 初めに は 無色 の 室氣 、 炭酸屍斯 、 沼氣 の 氣泡 が 出て ・ 水 分

が 盛 咄 初 む る と瓶 内に 白霧が 融 る 。 其鱒 に は 黄色 の 烟 が出で ・ 稍 子
pm
・ lteは淡褐色

の タ ．
、どが水 滴 と共 に 降 る。 而 して 石炭が灼 くる に 隨ひ 永蒸汽 を含ん だ醐 が盛 に 出で

次 第 に其 噴出量が 減 う最後 に は 殆ん と氣泡がな くな る 。 瓶中 の 石油は 初め は 透明で あつ

尢 もの が タ ーノレ を溶 し尢爲 め曙褐色 に礎 し 、 凝縮 しn 水 は 石油の 下暦 に溜 ま ら・ 石 油中

に 落 ちない 水分及 揮發物は 一度冷縮器 に逹 し、 冷 却 され て 石油 中を落 下 して 水 層に 合 す。

斯 の 如 くすれ ば冷縮器 を逋 ほ つ て 逃 げる もの は常温で は凝縮 しな い 屍斯で あつ て 、 石 油

中に 溶 けn もの は タ ー　／v で あ る 。 そ 乙 で瓶 内の 液體 を分離漏斗 に 移す と石 油内に 分離 し

n 水 丈 けは 漏斗 の 下部 に溜ま る 。 其量 は 目盛で 分か る 。 類中に 入れ尢 石油 の 分量が 分つ

て 居れ ば石油の 重量 が 殖 it　n 丈 けは タ ・一・？V で あ る 。 そこ で 坩禍内に 殘 留 す る コ ーク ス を

秤 る と水 、
タ ーノV 、

コ ーク ス の 目方が知 れ る 。 之れ を試料 の 目 方 よ b減けば其殘量 は琵

斯であ る。 斯 て 得ブZ諸成分の 目方は精密で は な tr”・　PS、 若 し精密に 表は す必 要が あれ ば右

油中に乳朕 となつ て混 和 して居 る水 分 を も檢する 乙 とが 出來 る。 叉 屍斯 中に飽和 す る水
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蒸氣の量 を知 る こ とも出來 る、 兎に角普 逋の 工 業分析で は試料 の量○ 、 五乃至
一

、 ○ グ

ラ ム の 少量な るに對 し此 場合で は百 グ ラ ム の 試料 に つ き驗するの で あ るか ら、 假 令ひ雜

用天秤で量つ て も其量 の 割合 は正 確 なる譯で あ る。

　此裝 置が 出來上 つ ブtzか ら内地圭 要 の石炭の揮發物 中の可燃物 が如 何な る割合に なつ て

居 るか を見 る rsめ ｝it、 諸炭坑 に 向つ て 石炭試料の 供給を仰 tn　fa處ろ 、 幸 ひ に 私 の 願 が嘉

納 きれ て 試料の 數四 十 七種 の 多 きに達 しカ ． そ こで 先以て 從1來の 工 業分 析法に ようて 水

分 、 揮發物 、 固定炭素 、

『
友及硫 黄の 五 項 に つ き分析 を行 ひ 、 其 々 ボ ム ブ に よつ て熱量 を調

べ
、

一
方 に は同種 の 試料 を私 の 装 置に よつ て 分 析 を行 ひ 、 工 業分 析の 揮發 物 に相當す る

もの を化合 水 （攝 氏百五度以上 に て 出つ る水）、 タ ー
ノV ｝ 琵斯 の 三 種 に分 けた 成績が次 表

の 逋 うで ある。

　　　　　　　　　　　　　第　　一　　表　　の 　　一

炭 　 　 　 　 名 化 合 水 タ ー 唇 斯 固 定炭棄 硫 　　黄

鯰　　　　　田 499 20。39 20．81 53．81 α55

方　　　　 城 8．17 13．14 19ρ7 58。72 0。43

大　　之　　浦 4。60 16詔4 20．41 5＆05 0畠9

大　　　　　辻 1〔L弼 11設7 21，02 57．05 軌93

金 　 　 　 　 　田 6．74 11．36 22．56 59、3生 α46

筑 芳　雄　三 　尺 7．91 21   2 17．88 5229 生．86

吉 　隈　八 　尺 7125 20．］『7 19．29 53．29 0丿71
豐

赤 　叛 　 八 　 尺 984 17．22 17．37 55，57 0．72

之
上 山 田一坑 二 尺 4．95 17．26 19 ．53 5826 2．7B

” 　
一

坑七 尺 些．63 1幺80 14．21 68．36 1．86

部
” 　

一
坑 六 尺 こ72 13．54 19．96 59．78 α59

”
　 二 坑 八 尺 5、63 1免90 2〔瓦35 5銑工2 0．46

” 二 坑下五 尺 5．19 13．67 18．68 62．46 α85
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第　　一 　　衷 　　の 　　こ

黄硫

驚

盟

胆

加

超

％

茄

融

舩

册

 

％

酪

茄

漏

四

湖

41

茄

翻

6755

4
　
4
　

0
　
0
　
1
　
0
　

0
　
0
　

1
　
0
　
3
　

3
　

2
　
1
　
0
　
0
　
1
　
α

　
O
　
O
　
α

　
α

索炭定固

　

　

　

　

　

零

07

滉

駕

茄

4268

側

55

盟

4532622577

組

76

刷

17

芻

芻

溺

68

蛆

525654

騰

騒

58

砿

黝

砥

礁

瞼

駱

駈

50

猛

52

牲

565558

砿

斯践

84

谺

蒲

鯤

舫

加

佛

鋭

釦

溺

舶

溺

朋

皿

毋

滋

溺

册

滋

册

認

綿

触

2121251820

　
192221

田

16

皿

％

2328

　
29192417232024

ル一
タ

器

蠶

溜

齲
畑

翻

蠶

翻

翻
 

鵝
椰

 

水合化

譜

鬻
 

糊

欝

譜

罵

聯
鰯

鴿

鵝
面

秘

名炭

久

田

地

坑

坑

坑

屋

谷

知

　一
　
二

　
芦

粉

塊

煙
　一
　
二

　
山

張

川

川

唄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

無

之

之

　

　

　

本
　
三
　

四
　
　
　
　
　
　
　

の

　
の

　
　
　

洗

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

洗

　
　
　
　
　
　
夕

　

　

　

野

野

野

　
　
　
　
　
池

池

　
　
島

島

城

本

本

多

高

赤

山

山

山

岩

芳

相

三

三

陦

松

松

茨

湯

湯

入

新

登

砂

美

ー
　
　

ー．
　

「
1
−
1
ー
し
、

佐

　
賀
　

筑

後

　
長

　
崎

　
　
常

　
　
磐

　
　
北

　

　
　
　

海

　
　

　

道

　此衷 中普通の 水分 と茨 とを省い だ譯は 、 之れ迄表 はす と石炭の 市價比較の 標準に なっ

て 、 供給者 に迷惑 をか け る恐が あ るか ら、 唯單 に石炭圭成分 を表 は すに 止 め尢 譯で あ る 。

　右 の衷 に よ る と揮發 物 中 には 可燃物以 外 に 石炭 と化 合 して 居 る水 分が 可 な う多量 に 含
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

まれ て 居 る 乙 とが 分 る。 多 きは 百分の 約＋ 二 少 きも百分の 四 を下 らVR 、 然 る に此化 合物

が石 炭 に よ b て 其量 を異 に す る事實は石 炭 の 燃燒 に つ き必 らず何 にか の 影響 を及 ぼすべ

き竜の で あつ て 、 可燃物 との 割合に於 て 燃 燒上 最 竜都合 よき點 がなけれ ばな ら戯 と思 ふ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0

之れ は尚 ほ今後 に於 け る研究上 の 重要 なる事柄 と して 注意 を惹 くに 止 め て 置 く。

　從來 の 工 業分析 衷 に 表 は る る揮發物を更 に分析 する に止 唆つ て 居 るが 、 前 に も述べ 尢

如 く攝氏 の 百五 度遒乾燥 しだ 水 を石炭に 浸潤 しカ もの と見 る E は研究上 に都 合 の 惡 い と
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に な る 、 之れ は如 何な る事か と云 へ ば 、 石炭 を攝氏 の百度近 くに 熱する と石炭は熱の 影

響 を受 け て 水 を蒸發 する と同時 に炭酸琵 斯及 沼氣 を發 生 す るか ら、 石炭 の實質 を窺ふ上

に 於 て正 當 な試料 を得 る こ とが困難で ある 、 故 に室氣 中に て一定時間内に 乾燥 す る水 を

石炭 に 浸潤 し7a　1 の と見傚 す方が實際 に 近 い 試料 を得 る 乙 とに なる 。 勿論室氣の 濕度 は

i氣候 に よう又 は 土 地 に よつ て異 な る 竜の で あつ て 、 單 に 室氣 中に乾 燥す る とい 5 た丈 け

で は何 等標準が定 ま らvaや うに見 ゆれ ども 、 燃料は 其使用す る處で 檢 すべ きもの で ある

　　　　　　　　　　　　　　　　 第 　　二 　　表 　 　 1

　　　　　　　　　　　　　同 種 石 炭 調 査 成 績 比 較 表

炭 矧 全 水 分 陵 水 獗 斯 1タ ー・ ・定嗣 列 可馴 不酬 隣劃 石 友性

結

結

結

結

結

結
　
　

結

結

結
　
　

結
　
　

　
　
粘

結
　
　

　
　

結
　
　

結

結
　
　

結

結

縣
　

　

結

　

粘
　
　

　
　

粘

粘

同
　
　

粘

粘

同

粘

同

同

粘

粘

同

同

粘

同

　

　

粘

同

粘
　
　

粘

同

粘

弱

粘

粘

不

弱
　

　

粘

不

醐

　

　

弱

　
　

　

　

不
　
弱

　

　
　

　

不

　
　

粘

強

　
　

強

粘

強

　

　

精

瞞

翻

翻

蠶

翻

獺

蠶

讖

覊

蠶

轜
刪

罵

鷲

麗
 

3。

鴨

加

釦

瓰

賀

皿

凱

雛

盟

釦

“

毘

 

鴇

鼬

騒

。゚

5。

騒

碾

曝

皿

瓰

舘

器

駆

錫

魅

跪

盟

翫

騒

鎗

肌

％

銘

舷

虹

蹄

黙

％

詛

鉱

融

跚

駈

肌

蹠

艶

器

路

躡

蹌

滋

姓

 

鴛

駕

認
燗

66

雅

・。

詬

・8

雛

鷺
。D

‘。

縄

麗

蓋

翌

駕
55

質

磁

認

砌

6、

69

醇

羅

驗

翫

狙

笛

鴨

捻

輒

衡

衡

雅

磁

68

四

雅

鴨

聡

佩

磁

覧

総

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

罵

認

銘

駕

盤

盤
・。

・。

・。

。。

・。

。。

。。

加

。゚

。。

器
朋

。。

。。

印

聡

沂

茄

幻

π

冊

盟

蝸

留

認

鋤

η

珮

凪

翫

凱

跼

 

跚

 

蔦

艶

’・

五

雛

蹠

凪

凱

あ 

。。

加

加

印

 

DD

加

釦

仞

。。

°。

。。

。。

5。

。。

5。

5。

°。

5。

。。

。。

5。

。・

。・

。・

5・

5・

誌
狙

証

蠶
5。

嘉

聾

蓑

詮

巽

濃
肛

弦

籌

豊

籌

仍

加

加

加

册

 

加

加

加

加

加

加

c。

加

加

。゚

鮒

。。

。。

。。

‘。

5。

。。

5。

駒

5・

‘・

  ・

1714

蒟

皿

7

皿

m13m91013n

鰡

12

＆

且

欝

職

弧

蝕

蹴

U

乳

皿

乞

n

凪

驫

懺

礁

獵

灘

瀚
盟
 

躙

羅

灘

覊

働

鬻

恥

識

捻
鋤

識
ゆ

鋤

譫
　
鋤

吻

 

φ

σ

　
σ

σ

0

　
σ

“

酔

　
σ

σ

ロ

胆

σ

σ

　
◎

＠

＠

　

　
σ

 

α

鴛

跖

加

加

繊

曜

調

伍

説

2 

如

胆

傀

併

鴛

芻

燬

の

‘。

鍛

吸

儀

憩

羽

8。

腸

盻

肪

1287n1714109161191010101113a8

瓢

115

翫

61n

翫

＆

“

a

ー
腱

　
東

西

粉

同

同

颶

誉
　
粉

響
塊

颶

粉

・

同

同

同

同

塊

調

ー
　
　
　

ー
ー
　

　

ー
　
　

ー
　
　

f
　

ー
　
　

ー
　
　

ー
　
　

ー
　
　

ー

　

炭

　
　

　

　
　

炭
　

　

　
　

　

炭

　
　

　
　
炭

　

　
　
炭

　
　
炭

　

　

炭

　
　

　

炭

　

　
　
　

炭

　

　
　
炭

　

知

　

　

　

　

　

　

地

　
　
　
　
　

前

　

　

　

　

國

　

　

　

手

　

　

谷

　

　
　

熊
　
　
　

地

　
　
　
　
田

　

　

　

栗

　

相

　
　
　

　
　
峯

　

　

　

　

　

　

　

　

　

筑

　
　
　

豐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

新

　

　

大

　
　

　
大
　

　

　
　
三

　
　

　

　

鯰
　

　
　

笹

名積 は 試料提供 者 の 通 知 に 依 る もの な り。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

1三竺 造 船 協 會 會 報 　 第貳 十 六 號

　 第 　 　 　二 　 　 　表 　 　 　2

同 種 石 炭 調 査 成 績 比 較 表
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弱
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　 　 　 　 名 稱 は 試料提 供 者 の 逋 知 に 依 る も の な りo

か らに は其 土地氣候 の 獣況 に よっ て 其價値が生ず る譯 であ る。 水分以外 の 可燃物 に して

も印度で買 ひ 入 れ た石炭 を我 國に來 て か ら分析して見 る と必 らず其の 差違 を發見 す る の

で 水 分問題 と揮發物の 價値 を使用 す る處で 決定 す る 外致 し方が な い の で ある
。 それ で 私

の 石炭試驗法で は實際 の 目的 に近 く石炭の調べ をす る 爲め に 、 第二 表に 示 す如 く水 を可

乾水 分⊆室氣中に て乾か し得 る濕 氣）及 び 水分 （可乾 水分 以外の水分）の 二 種 に區分 して 乙
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水 分 を合せ だ もの を全水分 となし次 ぎlt琵斯 、
タ ーノレ

、 固定酸素、 次の諸項 に分類 しn

の で あ る 。 斯の 如 く石炭の 成分を分け て 見 る と之れ に よつ て 熱量 を算出す る ε も閏來 る

の で あ る o タ ー
ノ
U は諸種 の もの を調 べ fats果 九五 〇〇 カ ロ リ ーと定 め 、 固定 炭素は入 一

〇 〇 と して 其成分の 百分 …率に 變ず る こ とが 出來 る 。 只 屍斯の 熱量が 蒸燒 きの 温 度 に よつ

て 種 々 に變ず る と同 時 に 可 乾水分以外 の 水分 の 多少 に よつ て其 品質 を異 に し熱量 も變 は

る の で ある 。 依 て 諸種 の 石 炭に つ き其熱量 を檢 した結果 左 の如 き公 式 を案出 した の で あ

る o

　　有繊 の継
（81°〔）× 固定炭素 の 百分

等1。＋ （95°°x 婦 百 騰

　　　　　　　　　．
｛・・・… （

JIOO一水 分 百 分牽
　 　 　 100 ）・ X 斯 百 分牽｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 100

　　無烟炭の熱量
（8100x 固 定炭素 の 百分拳 ）il，ilve（

o
”5°°x 　 Pt　’7レ百分牽）

　　　　　　　　　＋
｛・6・… （

100一水分百 分率
　 　 　 100 ）・ 瓦 斯百分牽｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 100

　之 に よつ て 算出 した熱量 をボ ン プ に て や つ た 成 績と比 較 する と百分の 二 以上 の 差は な

い ので 、 ボ ン プ で 檢 しブ〜竜の と ト ム ソ ン で や つ 力 差 よ b も餘程 少 くな る の で あ る 。 ボ ン

プ と ト ム ソ ン が ＃熱量 を異に し て も井用 9 れ て 居れ ば 、 之 れ よ b も一層差 の 少 な V ・ もの

は 一般 の承認 を受 け らるべ き筈で ある Q

　斯 の 如 く我 田 引水 の 説 を吐 くと 、 遘船協會の 講演 を利用 して 私 の 考案品の廣告 をや る

との批 評 を受 くるか も知れ ん が 、 若 し世界の學術 界に石炭中 の揮發 物 の 内譯 を定量 的に

示め す機 械が 出來 て 居れば 、 此 機罅を破壊 して も差支 は な V 。 然 るに 昨 日到着 した外國

雜 誌の石炭の 分 析表 に 瞹眛極 まる 揮發物 を其 儘掲 げて ある處 を見 る と、 此 の 目的に協 ム

機械が な い と斷 言 して 差支 は あ る まVO
。 此機械 は既に我 國 の特許を得た か ら英 米佛 の 三

國 に 向 つ て 特 許 講求 中で あ る 、 若 し此 機械が外 國で 承認 きれず とすれば 、 外國 に 向つ て
、

恥 を曝 ら917L前 に内地で 止 を刺 して戴 き尢 い の で あ る o 斯か る こ とを申す とそん な圭張

は 造船協會の 講演に は 不似合で ある 。 寧ろ化學仲間の 會に持 出す方 が有效で あ る との 説

もあ らん が 、 私 は 學術 と實驗 の 間 に 渡 る べ き橋 を架 け る役 目に當つ て居 る積 だか ら時節

柄 最 も燃料 に利害を有せ らる   造船協會員諸 君 に 向 つ て特 に此 事 を申すので ある。 此機

械 は一
種 の 化學 的の 道具 に過 ぎ賦 、 乙 れ よ b追 々 と此機械 を提 げ て 蒸氣汽罐 の焔道 の 内

に 這 ひ 込 む の で あ る 。

　此機械装 置 に よ b兎に 角石炭 よ わ發生 す る揮發 物の 内譯 が出來 るの で ある か ら、 石 炭
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を火格上 に装 入 し差 後で發生 する揮發 物が 時間 に對 して 如何なる割合に如何な る可燃物

として 出て 居 る か を確 む る爲め に 、 種 々 と實驗 を行 ひ 左 の 如 き圖 表 を晝 い て 見 n の で あ

る
。 此 の實驗 を行 ふ に は豫め 同

一
石 炭の 試料 を造 ウ其百 グ ラ ム を數個 の 火 格 を有 す る金

枠内に 入 れ て 、 火 爐 の火格 上 に 木 炭又 は無 烟 炭の 火層 を作 b 、 此上 に 以 上 の試料 を乘 せ

て 燃燒せ しめ 、 甲の 試料は 三 ＋ 秒 乙 の試料は 一分丙 の試料 は
一

分三 十 秒 と三 ＋ 秒毎に之

を取 出 し 、 邃 に揮發物が發生 を終 る迄試料 を取 出 し 、 各 の 試料 を分析 して 、 三 十秒 毎 に

石炭 が如何 な る變 化 を呈 す るか を見 て 、 各 分 劃時に 於け る各試料 の 成分の 差 を求 め 、 之

れ に よ う其分劃時 に於 け る淌費量 を掲 げ 、 其 淌費に 蜀 する熱量 を計 算 して 熱 量 線 を 畫

き、 左の 三 種 の 圖表 を得 力 。 第一は 室木 粉炭第二 は 相知粉炭第三 は 大谷粉炭 の 揮發分發

生状態 を示 して 居る o 此 の表 に よる と撮發 物 の 發生 は 時 々 刻 々 其 成分井に 量 に 於て 其額

を異 に し 、 孰れ の 時にか其發生 の 絶頂が あ る。 N 三 種の 圖表 を比 較 して見 る と其 絶頂點

が右 に よ ウヌ，は左 に よつ て 居 る o 之 れ t2確 か に石炭其 物 の比 熱の差 に よ 釦熱吸收 を異 に

す る εに 原因 して 居 る。 第三 圖表 の 如 き其頂線が水李 に 近 くな るの は比 熱の 外 に 石炭の

粘 氣が 揮發 物 の發 生 を制限 して 居 る もの と考 へ らる 。 若 し十 分 の 餘 暇 を有 して 完全 な る

装 置 ICよう 諸種 の石炭に つ き此 圖 表 を作 つ た ら其變化千種萬別 を呈 す るで あ らう。 但 し

斯 の如 き細まか し きこ とは 國立 燃料 研究所當 りで や る べ き仕事で 、 私は石炭の 燃燒 に つ

き斯 の 如 き變化が ある とV ・ふ こ とを紹介 する丈 けに 止め 、

一刻 も早 く石炭焚燒 の 實驗 に

向つ て 進 みブ〜い ので ある。

　扨 て 此熱量 線 は 如 何 な る 乙 と を吾 々 に歡 へ て 居 るか と云 ふ に 石淡 を火 格上 に 裝入 す る

と斯 の 如 躬伏態で揮發 物 を發生 す る の で 、 此 揮發物 の 量 に 相當 して 室氣 を輿へ ねば可燃

物 の 多量 が其 儘煙 突 に 逃 げ去 る とい ふ こ とが分 る 、 それで今 日の 石炭焚燒 に 於 け る 如 く

室氣量 を
一定 し遣 い て 燃料の 繊 薺を計 る に は 、一囘 の 石炭裝 入量 及其 時間 を適 當 に 撰 び 、

装入 石 炭の 熱 山間の谷 を可成低 め 臓 や うに 装炭 せ ねば な らva こ とに な る o 但 し果 して 此

實行 が 出來 るか ど うか 、 若 し少量 の石炭 を度 數多 く装入 す る必要が ある な らば 、 今 日の

如 く裝入 口扉 の 開閉な しに常に 明け放 して 焚か ねばな らね 。 乙 の 事 も果 して 實行 が 出來

るか どうか 、 此表 を見 プ〜計 bで 燃料焚嶢 に樹す る種 々 の 考が諸君 の 胸 中に 樞盗す る で あ

らうo

　私 は考 へ る 、 事の實行 は其 々 順序 と行程が ある の で 、 石炭の 行爲が 分 つ て も直 ちに 之

れ に向 つ て 適當の 方 法が 立 ちか ね る。 それで今 日の焚燒 の 遣 う方 は其 儘 に し 、 只 火 格上

に 石炭 の 撒布 法 を一定 す る とに努め 、 壓搾室氣 を用ひ 其量 を瓣の 開度に よつ て 加滅 する
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事 とし 、 石炭の 揮發物 發生 に 相當 9 して 室氣 を邂 つ て 見 力 い との 決心 の 下 に 、 大 阪 の あ

る特志 家 の所 有せ る コ ー ニ シ ユ 汽罐に 向つ て 此 裝 置 を取 附 け中で あ る o 叉 此序で に實驗

を期 して 居 る 乙 とは 、
コ ー ＝ シ ユ 汽罐の 火橋後の 焔遘 内を耐火煉琵で卷 套 、 焔 の 燃 2 切

ら漁 前に 其熱 を可成 汽罐に 吸收 せ しあ ず して 、 燃 2n 後で 汽罐の外部に 當 て 、 其 効果 を

見 ん とす るも の で ある 。此方法 は餘 ウ突飛で あつ て 迚 も諸君 の賛成を得か VZIる と思 A が 、

汽 罐 内の水 と焔 の 温度 は華氏 の 二 千五 百度以上 の 差 が ある の で 焔が焔 道内 を通 過 す る問

に 輻射對流 に よ b 多量 の 熱 を汽罐 に と られ て 温度 が低落す る 、 其結果 と して 焔 中の 可燃

物 が淌 え ず に煙 突 に逃 げ る 、 そ 乙で此 實驗 に ょ う熱發生 と熱供 給 を汽罐 内 の 別 々 の部 分

で 専問的に や らせ て 見 ん とす る に 過 ぎ9t。 此 の 實驗で焔道内 を耐火 煉琵で卷 く乙 とは 其

部 分女 け傳熱面 を損 す る 譯 だか ら、 汽罐の 効牽 を滅ず る との 意見 竜出 る な らん も、 傳熱

面は 何 度 の 温度 の 琵 勘が觸れ る 處 と して あ るか と尋ね る と之 れ に對 する 正 催 の 答 は な

い 。 して 見 る と低 き温度 の琵 斯 を廣 き傳熱面 に觸れ しむ る よ b高 き温 度の 瓦斯 を狹 き傳

熱面 に觸れ しめ尢方 が 效果 が よ く閏 るか も知 れ ん 。 今 日の 問題 は 如 阿なる方法 に よつ て

燃料 を高 き温度 の 熱 に變ず るか で あつ て 、

一旦發 生 しブ〜熱 を利用 す るの 問題 は機 械的 に

解決す る こ とが 出來 る の で ある
。

　 此 實驗 に つ い て は 多少の 費用 も入 う、 又 汽罐所 有者 に も少 か ら｝lime惑 を掛 け る 鐸で あ

る か ら、 机 上 の實驗 とは其 覺悟 を異 に する もの で 、 汽罐所有者 の 許諾 を經 て 實驗 を公 開

し其成績の善惡 如 何 に關は らず報告の義務 が ある もの であ る。 目下種 々 準備 中で あ る か

ら來 る ＋ 二 月 中に は實驗 に着手 す る こ とが 出來 る と思 ふ 。 此實驗 の 成否 は今 日
一

般 に 船

舶 用 に 使用 さ る ス コ ツ チ 汽罐の 焔道 内の石炭焚燒に重 大 な る 關係 を有 す る もの と信 ぜ ら

る 丶 の で 、 何 に か成績の見 るべ き 竜の が あつ だ な らば 、 其報告 を造 船協 會 に 向 つ て 提 出

す る の 考 へ で あ る o

討 論

O 會長代理 （今岡純一 郎暑 ） ち よつ と會長 が 居 られま せ vaか ら私 が代理 い だ し ます ○ 内

藤 君 か ら我 々 の 工 場若 くは船舶 に使 ひ ます る燃燒 機 と密接 の 關係 ある石炭 の 御話で 先刻

の鹽谷 さん の 御演説 と共 に 御質 問な う椥批評 な うが御 有 うに なれ ば御 一緒に 願ひ だい と

思 ひ ます。

O 斯波忠 罠 郎君 　内藤 9 ん に ち よつ と伺 ひ ますが其 ダ イ ァ グ ラ ＝ で ござ い 棲すが 、 ＋ ス

ク エ ーア ヒ ー トの グ V 一 ト に 一 キ ロ グ ラ ム の 石炭 を御 入 にな つ て焚 くの ですか 。

N 工工
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O 内藤游君 　9 うで ござ い ます o

O 斯波忠 三 郎暑　さ う して あの燃 之て 居る所 le入 れ る ので すか 。

O 内藤游暑　是は 揮 發分 の量 と揮發分 の 時間に封 して の 淌費量 それ を 見 る の で あ b 窪

すoO

斯波忠 三 郎君　85 して 入 れ た石 炭の 揮發分 は ど5 して 居 b2 す か 。

O 内藤游暑 是 は
一

キ ロ グ ラ ム で 計算 し2 しプeの で あ Oま すが 、 皆百 グ ラ ム の サ ン プ ノV

に なつ て 居 b2 す 、 約 テ ン ス ク エ ” ア ヒ ー ト の グ V 一 ト を有つ プa枠 の金 物に 百 グ ラ ム を

入 れ る 、 其 サ ン プ ノ
レ を十 な らば十 擢 へ て 、 三 十秒入 れn 竜の 、

一分入 れ 尤 もの 、

一
分三

十 秒 入れ た もの と次 第々 々 に 出 して參 b『
ます 。

O 斯渡忠 三 郎君 　シ ヤ 〜 レ で 掬つ て 入れ る と云 ム 譯で は なv ・ の ですか o

O 内藤游 君 　 9 うで は あ b2 せ VZI、 8 う して 枠 に入れブ〜 もの を出 して 來 ます。

○期波忠 三 鄭君 　揮發分 に 立 つ て仕 舞 ひ は しませ 識 か o

O 内藤游君 　四分間 まで に … …四 分間經 つ と初め て揮發分 は 無 くな つ て 仕舞 ひ ます 。

O 斯波忠蕚 郎暑 　最 初に石炭 の 揮發分 を量 つ て 置 くの で すか 。

○内藤游暑 　さ うで す 、 をれ は無論量 つ て 置 きま す 、 原石炭 の 有樣は ど う云 ム有樣で あ

るか 、 き うして サ ン ブ ノγ を置 い て分 析 し懐 す 、 今 度淌費 しブa方 はサ ン ブ ノレ の 石炭 の 中に

殘 つ て 居 る 揮發分 が あ b2 す 、 き う す る と其 差が淌費 しn もの に な bます。

○ 期波忠i≡鄭営 　それ に付 て 伺 ひ た い L とが あ うますが 、 今 日は止め 衰 す。

O 會長代理 （今岡純 一 郎碧）　それ で は 今 日は 時間が 迫つ て E−　bますか ら、 會誌 の上 で御

質問 な b御 意見 な b を御 出 し下 き るや う lt願 ひ ます 。 就 て は 内藤君 の 有 盆な る御講演 に

勢 して 、 齦謝 の 意 を表 す る 爲に拍手 を願 ひ ま す。

　　　　　　　　 〔一同拍 手 〕
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